
　　　　

R7 年 3 月 1 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
季節行事（クリスマス会、夏祭りなど）、調理活動（昼食作り、おやつ作りなど季節に応じて）、野外活動（遠足、公園遊びなど）、工作活動（凧、スライムなど）
専門家を読んでの活動（体操、軟式テニス）

（別添資料１）

家族支援

・こどもの発達段階や特性の理解に向けた相談援助
・不安や困りごとに対する相談援助
・送迎時や連絡帳、SNSを活用しての情報の共有、交換、提供

移行支援
・関係機関（学校、相談支援事業所、併用事業所）と適宜連携し情報共有
や会議等を行う

地域支援・地域連携

・公共施設等、地域の社会資源を活用した活動を行う
・学生ボランティアやアルバイトの受け入れを行い、交流や放課後等デイサー
ビスの認知を広める

職員の質の向上

・研鑽のための研修や、資格取得にかかる費用の補助
・虐待防止やコンプライアンス等の法定研修の実施
・適宜ケース検討会を行う

支　援　内　容

・来所時の検温や支援中の様子から視診して心身の健康状態を把握に努め、小さなサインから異変に気付ける様子観察を行います。異常があれば処置もしくは受診の促し、保護者への報告等、適切な対応を行います。
・来所時の挨拶や手洗い、食後の歯磨き等、習慣付けられるよう行います。
・イベントを通して基本的生活スキルが身に付くよう支援します。
・身支度や物の片付けができるように絵カードやボードを用いて理解できるよう、視覚的支援をします。

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢、下肢の運動・動作の習得、筋力の維持・強化を図ります。
・障害の状態や発達の段階、興味関心に応じて、保有する感覚を十分に活用できるよう、室内外のイベントや遊び等を通じて支援します。
・イヤーマフやパーテーション等を使用し、感覚の特性（過敏や鈍麻）に対する環境調整等を行います。

本
人
支
援

・集団活動を通して、ルールや順番を守り、認知行動が身に付くように支援します。
・個々の特性に配慮してさまざまな経験を積み重ねることができるよう支援します。また、危険行動の予測をして適切な行動へ対応できるようにします。
・様々な体験を積み重ねて自分でできることを増やし、自信をもって「やりたい」という意欲や行動に繋がるよう支援します。
・活動や遊びを通して概念の形成（属性、形、色、音等が変化する様子）、空間、時間の概念の形成など認知や行動の手がかりに活用できるよう支援します。

・特性に応じたコミュニケーション手段（指差し、身振り等）を用いて意思の伝達ができるよう支援します。
・コミュニケーションを通して物事や状況、自己の行動等に対応した言語の概念の形成を図り、体系的な言語を身に付けることができるよう支援します。
・相互作用によるコミュニケーションを通し、相手の行動や意図を理解、推測する力や場面に応じた言動が学べるよう支援します。
・コミュニケーション手段の活用（SST、発表する機会の提供、ロールプレイ、意見の交換）を行います。

・様々な年齢の仲間との交流や体験を通して、社会に出るために必要な協調性、公共の場でのマナーやルールの習得に繋がるよう支援します。
・愛着行動の形成について、身近な人と親密な関係を築き、周囲の人と安定した関係性を作れるように支援します。
・模倣遊びや感覚・運動遊び、小集団での遊びを通して、個々に応じた社会性の発達を支援します。
・ごっこ遊び等で自己や他者の行動の特徴や感情の状態を理解し、自己を肯定的に捉えられる機会を通して、状況に応じた行動ができるよう支援します。

支援方針

・「思いっきり遊んで、たくさん食べて、よく寝る」本来あるべき健やかな子どもの姿を大切にします。
・「やりたい！」を「できる！」に！毎日を楽しく過ごします！
・自然の中でのびのびと楽しみながら、「ありがとう」を自然に言える子ども、「ただいま」と帰れる場所。

営業時間 送迎実施の有無・平日　9:30～18:30　　　　　　・土、祝、長期休暇　8:30～17:30

法人（事業所）理念 すべての人が笑顔に

事業所名 こども広場あいびぃひなみ 作成日支援プログラム（参考様式）


